
【内容目標】微分法を用いて不等式を証明したり方程式の個数を調べよう

�数Ⅱと同様□不等式の証明
応用例題４）　[!��のとき，次の不等式が成り立つことを証明せよ。

[�

�\

�2

�

　　　　　　　　　　　　　 [H !��[

�　I � 
[  
[H ��� 
�[ �とおくと　　　　I � � 
[  

[H ��

　　　[!��のとき， [H !��であるから　　I � � 
[ !�

　　　よって，I � 
[ �は�[���で単調に増加する。

　　　このことと，I � 
�  ��から，[!��のとき　　I � 
[ !�

　　　したがって，[!��のとき　　　　　 [H !��[　　　W

[H �の方が大きくなる

スピードが速い

V　更に，任意の自然数�Q �に対して

　　　　　　　　　
�[ 

OLP

[H
Q[
 
，　　　

�[ 

OLP

Q[
[H
 �

となることが知られている。これは�  \ [H �が�[� �
�のとき�  \ Q[ �と比較して，より急速に増大するこ

とを意味している。

�数Ⅱと同様□方程式の実数解の個数
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応用例題５）D�は定数とする。次の方程式の異なる実数解の個数を求めよ。
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　　　このグラフと直線�\ D�の共有点を考えて，

　　　求める実数解の個数は，次のようになる。
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練習１８）[!��のとき，次の不等式を証明せよ。
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練習１９）D�は定数とする。次の方程式の異なる実数解の個数を求めよ。
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練習１８）[!��のとき，次の不等式を証明せよ。
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練習１９）D�は定数とする。次の方程式の異なる実数解の個数を求めよ。
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　このグラフと直線�\ D�の共有点の個数は，求める実数解の個数と一致する。
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